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一
．
は
じ
め
に
～
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
学
生
支
援
の
視
座

最
近
の
若
者
は
「
う
た
れ
弱
い
」、「
傷
つ
き
や
す
い
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
」
と
ま
る
で
、
今
の
若
者
が
昔
と
は
違
う
異

星
人
か
の
よ
う
に
嘆
く
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
果
た
し
て
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
？

青
年
期
の
発
達
の
中
で
最
大
の
課
題
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
生
き
方
選
択
」

な
の
で
あ
る
が
、
社
会
経
済
の
変
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

が
今
の
若
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
多
様
化
し
た
社
会
は
、
生
き
方
の
選
択
肢
を
増

や
す
一
方
で
、
生
き
方
の
モ
デ
ル
の
な
い
社
会
に
突
入
し
た
こ
と
を

示
唆
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
に
時
間
が
か
か
り
、
未
来
へ

の
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
る
若
者
を
生
み
出
し
て
い
る
と
も
い
え

る
。
選
択
肢
の
少
な
さ
は
、
時
に
人
を
不
自
由
に
す
る
が
、
一
方
で

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
の
し
や
す
さ
が
あ
り
、
多
様
化
し
た
社

会
は
、
自
由
で
あ
る
が
、
確
固
た
る
自
我
を
持
た
な
い
と
一
方
で
生

き
づ
ら
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
も
否
め
な
い
。

高
等
教
育
機
関
で
は
、
こ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
「
青
年
期
」
の

真
っ
た
だ
中
を
生
き
る
学
生
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
青
年

期
は
、
生
涯
発
達
の
中
で
「
疾
風
怒
濤
の
時
期
」、「
第
二
の
誕
生
の

時
期
」
と
も
い
わ
れ
、
最
も
難
し
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。
精
神
病
の
好
発
期
で
も
あ
り
、
仲
間
の
中
で
の
傷
つ
き

や
す
さ
や
自
己
謙
悪
を
持
ち
や
す
い
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　

～
Ｑ
Ｏ
Ｃ
の
向
上
を
目
指
し
て
の
本
学
で
の
取
り
組
み布柴　

靖
枝
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工
業
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学
ウ
ェ
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ネ
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床
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イ
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精
神
的
な
危
う
さ
を
抱
え
な
が
ら
、
学
生
生
活
を
通
し
て
、
彼
ら

は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

時
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
は
、
自
分
の
こ
と
、
将
来
の
こ

と
、
学
業
、
友
人
関
係
、
家
族
関
係
、
身
体
等
と
不
可
分
で
、
相
互

に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
。　

そ
の
た
め
、
ど
の
切
り
口
（
ど
の
窓
口
）

か
ら
も
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
赤
信
号
の
サ
イ
ン
は
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
、
メ
ン
タ
ル
な
問
題
を
抱
え
た
学

生
の
病
気
を
治
す
「
医
療
モ
デ
ル
」
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
長
期

に
わ
た
り
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
含
め
た
「
生
き
方

選
択
」
に
む
け
て
の
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
発
達
支
援
が
求

め
ら
れ
、「
教
育
モ
デ
ル
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
考
え
方
は
、
一
九
五
三
年
に
我
が
国
最
初
の
学
生
相
談
が
東
京
大

学
・
山
口
大
学
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
学
生
相
談
に
携
わ

る
先
駆
者
た
ち
の
中
で
長
く
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
教
育
の
一
環
と
し
て
の
学
生
支
援
・
学
生
相
談
」
と
い
う
位

置
づ
け
が
再
度
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
齋
藤
、
二
〇
一
〇
）。

昨
今
、
よ
う
や
く
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学
生
支
援
の
重
要
性

が
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
教
職
員
に
も
徐
々
に
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
学
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
傾
向
を
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
か
か
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
若
干
の
危
惧
も
持
っ
て
い
る
。
形
だ
け
が
先

走
り
、「
何
ゆ
え
の
学
生
支
援
か
？
」
と
い
う
視
点
が
、
時
に
ぼ
や

け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。

本
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
り
組
み
は
、「
学
生
の
声
」
か

ら
出
発
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
目
の
前
に
い
る
学
生
が
自
ら
の
問
題

を
自
ら
の
力
で
突
破
で
き
る
た
め
に
必
要
な
支
援
と
は
何
か
？
を
問

い
続
け
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
支
援

を
少
し
ず
つ
形
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
取
り

組
み
は
、
地
道
な
試
行
錯
誤
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
地
味
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
学
生
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
取
扱
う
と

い
う
基
本
を
忘
れ
ず
に
行
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
本
学
で
の
試
行
錯
誤
の
中
で
構
築
し
て
き
た
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

二
．
本
学
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
学
生
支
援

　

～
Ｑ
Ｏ
Ｃ
の
向
上
を
目
指
し
て

〈
本
学
の
概
況
〉

本
学
は
、
一
九
六
四
年
に
工
業
大
学
と
し
て
創
設
し
、
二
〇
〇
八

年
度
か
ら
文
理
融
合
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
新
設
さ
れ
、
現

在
は
工
学
部
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
二
学
部
九
学
科
か
ら
な
る
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総
合
大
学
で
あ
る
。
学
生
数
は
、
約
三
一
〇
〇
名
で
、
男
子
学
生
が

約
八
割
を
占
め
て
い
る
私
立
大
学
で
あ
る
。
仙
台
市
街
地
に
近
く
利

便
性
の
よ
い
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
。

〈
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

本
学
に
お
け
る
学
生
相
談
は
、
も
と
も
と
学
生
部
の
教
員
が
学
生

相
談
に
当
た
っ
て
き
た
が
、
重
篤
な
問
題
を
抱
え
る
学
生
が
増
加

し
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
学
生
相
談
室
を
利

用
す
る
学
生
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
年
よ
り
専
門
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
非
常
勤
で
採
用
さ
れ
、
学
生
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

が
行
わ
れ
て
き
た
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、

学
生
相
談
の
利
用
数
が
上
が
り
、
相
談
件
数
も
増
え
て
き
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
平
成
一
七
年
に
筆
者
が
教
員
（
臨
床
心
理
士
）
と
し
て
採

用
さ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
毎
日
開
室
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
八
年
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
に
か
か
わ
り
、
今
ま
で
学
生
課
の
元
に
あ
っ
た
保
健
室
と
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
が
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス

と
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ダ
ン
が
提
唱
し
た
も
の
で
、「
健
康
」
と
い

う
意
味
で
、
心
と
身
体
の
健
康
を
支
え
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た

Ｑ
Ｏ
Ｃ
（Q

uality of Com
m
unity

）
の
向
上
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
学
生
部
の
教
職
員
と
と
も
に
設
立
す
る
に
至
っ
た
。
セ

ン
タ
ー
長
は
、
副
学
長
と
し
、
運
営
委
員
会
に
大
学
局
長
、
法
人
局

長
に
入
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状

を
全
学
的
に
把
握
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
各
学
科
か
ら
支
援
相
談
員
を
二
名
出
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と
各
学
科
教
員
と
の
連
携
を
は
か
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
。

〈組織図〉
 

＜組織図＞ 
                ウェルネスセンター運営委員会  
                      
 
                        支援相談員 各学科２名 
 
           

保健室 保健師・看護師２名    カウンセリングルーム  
カウンセラー３名 

 
トポステンポ 
カウンセラーがコーディネーター 

 
 
＜メンタルヘルスを支えるウェルネスセンター・CRにおける 

主な事業と取り組み＞ 
① 相談業務（学生への個人カウンセリング・家族カウンセリング・ 
教職員へのコンサルテーション 

② ピア・サポーター養成活動 
③ ティ―アワー 
④ 学生支援事業採択プログラム「トポステンポ」の運営 
⑤ 全学生対象の QOC調査の実施・分析 
⑥ 要援助学生調査（早期発見・対応システム） 
⑦ メンタルヘルス講習会(全学教職員向け) 
⑧ 授業のオリエンテーションおよびキャリア発達支援授業 
⑨ 支援相談員との連携（学科リエゾンミーティング） 
⑩ ハラスメント防止委員会との連携(窓口業務・委員会・WG) 

 
本学における上記取り組みのうち、①～④について紹介する。 
① 相談業務（学生への個人カウンセリング・家族カウンセリング・教職員へのコンサ

ルテーション） 
１） 位置づけ 
ウェルネスセンター、カウンセリングルーム（以下 CR室）での相談業務は、
学生のメンタルヘルスを支える上で、もっとも重要な学生支援の根幹をなす

ものと位置付けている。学生支援の原点と考えている。当初は一名からスタ
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本
学
に
お
け
る
上
記
取

り
組
み
の
う
ち
、
①
～
④

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
相
談
業
務
（
学
生
へ
の

個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

教
職
員
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
）

⑴
位
置
づ
け

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ

ー
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
（
以
下
Ｃ
Ｒ

室
）
で
の
相
談
業
務

は
、
学
生
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
支
え
る
上

で
、
も
っ
と
も
重
要
な

学
生
支
援
の
根
幹
を
な

す
も
の
と
位
置
付
け
て

い
る
。
学
生
支
援
の
原

点
と
考
え
て
い
る
。
当

初
は
一
名
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
現
在
は
、
三
名
の
常
勤
専
門
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
二
名
教
員
系
、
一
名
事
務
系
）
が
そ
の
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
。
三
〇
〇
〇
名
に
常
勤
一
名
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
望
ま
れ
る

と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
人

員
配
置
で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
所
属
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇
〇
名
程
度
の
短
大
に
精
神

科
医
・
ク
リ
ニ
カ
ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
・
ク
リ
ニ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
三
名
配
置
さ
れ
、
そ
の
他
約
五
～
八
名
の
非
常
勤

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え

な
い
人
数
だ
と
考
え
て
い
る
。

⑵
相
談
傾
向

年
間
の
延
べ
相
談
件
数
は
約
一
〇
〇
〇
件
で
、
毎
年
増
加
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
最
近
の
相
談
内
容
は
、
再
掲
で
精
神
疾
患
と
発

達
障
害
（
疑
い
含
む
）
の
学
生
へ
の
相
談
件
数
が
全
体
の
半
数
強

を
占
め
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
精
神
疾
患
は
、
気
分
障
害
や
不
安

障
害
が
圧
倒
的
に
多
い
。
尚
、
気
分
障
害
の
う
つ
も
、
典
型
的
な

メ
ン
ラ
ン
コ
リ
ー
型
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を

含
め
た
デ
ィ
ス
チ
ミ
ア
親
和
型
と
も
い
う
べ
き
タ
イ
プ
が
多
く
、

薬
物
療
法
が
効
き
に
く
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学

生
の
多
く
が
、
生
育
歴
に
問
題
を
抱
え
、
家
族
の
中
で
居
場
所
を

見
い
だ
せ
ず
に
き
た
事
例
が
多
い
。

〈メンタルヘルスを支えるウェルネスセンター・ＣＲにおける主な事業と取り組み〉

①相談業務（学生への個人カウンセリング・家族カウンセリング・
教職員へのコンサルテーション
②ピア・サポーター養成活動
③ティ―アワー
④学生支援事業採択プログラム「トポステンポ」の運営
⑤全学生対象のＱＯＣ調査の実施・分析
⑥要援助学生連絡票（早期発見・対応システム）
⑦メンタルヘルス講習会（全学教職員向け）
⑧授業のオリエンテーションおよびキャリア発達支援授業
⑨支援相談員との連携（学科リエゾンミーティング）
⑩ハラスメント防止委員会との連携（窓口業務・委員会・ＷＧ）
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⑶
学
生
の
家
族
支
援
～
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

本
学
で
は
、
学
生
へ
の
支
援
の
み
な
ら
ず
家
族
へ
の
支
援
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
み
な
ら
ず
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
家
族
療
法
）
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
問
題
に
は
、
そ
の
多
く
が
そ
の
家
族
と
の
葛
藤
を
多
く
抱

え
た
学
生
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
の

問
題
を
抱
え
る
学
生
の
背
景
に
は
、
長
年
、
両
親
間
の
葛
藤
の
は

ざ
ま
に
苦
し
ん
で
き
た
学
生
も
多
く
、
重
く
の
し
か
か
る
家
族
と

の
葛
藤
が
背
景
に
あ
る
場
合
が
多
い
。
特
に
男
子
学
生
の
場
合

は
、
就
職
活
動
を
目
の
前
に
父
親
と
の
葛
藤
が
再
燃
す
る
こ
と
も

多
く
、
家
族
面
談
を
す
る
こ
と
で
家
族
関
係
の
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
従
来
の
学
生
相
談
で
は
、
そ
の
問
題
を
抱
え
る
学
生
本
人
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
筆
者
の

経
験
で
は
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
早
く
解
決

に
い
た
る
事
例
が
多
い
。
家
族
の
中
に
も
居
場
所
を
見
い
だ
す
こ

と
が
出
来
た
学
生
の
予
後
は
、
卒
業
後
も
大
変
良
い
と
実
感
し
て

い
る
。
大
学
が
学
生
と
関
わ
れ
る
期
間
は
、
限
ら
れ
た
期
間
で
あ

る
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
家
族
に
居
場
所
を
見
い

だ
す
支
援
を
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
家
族

は
、
学
生
に
と
っ
て
の
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
基
に
家

族
の
協
力
を
得
て
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
学
生
か

ら
承
諾
が
得
ら
れ
た
場
合
で
、
家
族
に
会
っ
た
方
が
良
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
保
護
者
と
の
面
談
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

②
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
制
度
と
活
動
、
そ
の
効
果

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
取
り
組
み
始
め

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
で
心
理
的
な
問
題
が
解
決
に
向
か
っ

て
い
く
と
、
次
に
学
生
が
求
め
始
め
る
の
が
、
学
内
で
の
友
人
つ
く

り
で
あ
っ
た
。
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
適
応
し
て
い
く
た
め

に
重
要
な
要
因
の
ひ
と
つ
に
「
学
内
に
友
人
が
い
る
こ
と
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
学
生
た
ち
は
学
内
の
情
報
も
友
人
同
士
で
交
換

し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
友
人
が
い
な
い
こ
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
送
る
上
で
、
重
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
結
果
的

に
学
業
に
支
障
を
き
た
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
不
適
応
を
起
こ

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
青
年
期
は
、
前
期
は
、
大
人
か
ら
友
人

へ
と
そ
の
依
存
対
象
を
変
え
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
後
期
に
は
、
チ

ャ
ム
シ
ッ
プ
（
親
友
関
係
・
同
質
性
の
つ
な
が
り
）
か
ら
、
ピ
ア
関

係
（
異
質
性
の
つ
な
が
り
・
自
他
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
相
互
尊
重

す
る
関
係
）
へ
と
発
展
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
支
え
ー
支

え
ら
れ
る
関
係
や
、
与
え
ー
受
け
取
る
体
験
を
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
導
入
す
る
に
至
っ
た
。
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立
ち
上
げ
年
度
は
、
筆
者
が
担
当
す
る
教
職
課
程
の
授
業
の
中
で

募
集
を
か
け
た
。
工
業
系
大
学
と
い
う
中
で
果
た
し
て
何
人
の
学
生

が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
の
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
不
安
を
よ

そ
に
一
〇
名
の
学
生
が
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
て
、

そ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
熱
心
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
、
二
年
目
三
年
目
に
は
倍
増
し
、
五
年
目
に
入

る
現
在
は
約
三
五
名
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
登
録
し
て
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
尚
、
本
学
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
特
徴
は
、

メ
ン
バ
ー
の
約
一
割
が
発
達
障
害
を
持
つ
（
疑
い
も
含
め
）
学
生
が

所
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
支
援
す
る
立
場
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
学
ん
で
い
る
。
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
そ
の
も
の
が
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
も

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
個
性
と
し
て
受
け
止
め
、
自
然
に
受
け
入
れ
、

仲
間
そ
し
て
活
動
し
て
い
る
の
も
本
学
の
特
徴
で
あ
る
。
多
様
な
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
活
動
は
、
時
に
内
部
で
の
人
間
関
係
の
葛
藤
を
生
じ

さ
せ
る
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
に
見
守
り
役
と
し
て
、
毎
回
の
例

会
に
参
加
し
、
対
立
場
面
は
「
ピ
ア
・
し
ゃ
べ
り
場
」
を
通
し
て
と

こ
と
ん
討
議
を
す
る
こ
と
で
、
対
立
を
契
機
に
相
手
を
よ
り
深
く
知

り
、
人
間
関
係
を
深
め
る
体
験
と
し
て
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
る
。

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容

⑴
毎
週
二
回
の
例
会
（
昼
休
み
）

⑵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

受
講
回
数
に
応
じ
て
、
カ
ー
ド
の
色
が
「
ブ
ロ
ン
ズ
カ
ー

ド
」、「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
」、「
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
」
と
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
位
カ
ー
ド
保
持
者

は
、
下
位
カ
ー
ド
保
持
者
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
を
作

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
、
学
生
た
ち
が
学
び
続
け
る
動

機
づ
け
を
高
め
、
メ
ン
バ
ー
の
相
互
交
流
を
深
め
る
た
め
に
導
入

し
た
も
の
で
あ
る
。

⑶
ひ
と
こ
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
回
答
作
業

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
こ
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容
に
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
そ

の
回
答
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
回
答
し
た
も
の
は
、
専
用
掲
示

板
に
張
り
出
さ
れ
て
お
り
、
学
内
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い

る
。

⑷
ピ
ア
・
し
ゃ
べ
り
場

テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
う
。
テ
ー
マ
は
、
主
に
学
生
か
ら
提

示
さ
れ
た
も
の
で
「
い
じ
め
に
つ
い
て
」「
正
義
と
は
？
」「
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
る
こ
と
」「
休
み
中
の
過
ご
し
方
」
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

⑸
そ
の
他
、
ピ
ア
ス
タ
デ
ィ
（
自
主
的
な
学
習
活
動
）、
大
学
祭
へ
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の
参
加
、
こ
こ
ろ
の
救
急
部
隊
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

尚
、
本
学
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
は
学
生
同
士
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
問
題
を
抱
え
た
学
生
を
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
橋
わ
た
し
を
す
る
役
割
や
、
授
業
に
一
緒
に

出
た
り
、
授
業
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
通
し
て
な
さ
れ
、
必
ず
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
た
め
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

な
手
立
て
を
整
え
て
い
る
。

効
果試

行
錯
誤
の
手
さ
ぐ
り
で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
効
果

は
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
に
な
っ
た
。
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
の
紹
介
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ
な
が
る
学
生
が
増

え
た
り
、
何
よ
り
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
が
本
音
で
語
り
合
い
成

長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で
友
人

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
発
達
障
害
を
持
つ
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
飛
躍
的
に
改
善
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
ま

た
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
学

生
も
多
く
、
リ
ー
ダ
ー
決
め
の
際
に
は
毎
年
、
複
数
名
の
立
候
補
が

で
る
状
況
で
あ
る
。
実
は
、
リ
ー
ダ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
最
も
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
体

験
を
通
し
て
、
一
回
り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

③
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

保
健
室
と
合
同
で
、
週
一
回
昼
休
み
に
お
食
事
を
し
た
り
、
自
由

な
空
間
と
し
て
場
と
時
間
を
提
供
し
て
い
る
。
時
間
の
使
い
方
は
、

非
構
成
的
で
、
集
団
を
あ
ま
り
好
ま
な
い
学
生
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄

る
場
合
が
多
い
。
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
で
保
健
室
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ

り
、
ゆ
る
や
か
に
学
生
に
つ
な
が
る
場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

④
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
文
科
省
採
択
事
業
「
ト
ポ
ス
テ
ン
ポ
」

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
延
長
上
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
提
案
し
た
も
の
が
平
成
二
一
年
度
～
二
三
年

度
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
そ
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
立
ち
上
げ
、
そ
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ト
ポ
ス
と

は
「
場
所
」
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
テ
ン
ポ
は
、「
時
間
」
を
表

す
ラ
テ
ン
語
か
ら
作
っ
た
言
葉
で
、「
何
か
を
育
み
生
み
出
す
場

（
店
舗
）」
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
タ
イ
ム
ダ
ラ
ー
方
式
を

取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
時
間
一
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
お
互
い
に

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
交
換
で
き
る
場
所
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
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学
生
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
自
分
の
能
力
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
売

り
出
す
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

三
．
お
わ
り
に
～
学
生
支
援
を
す
る
人
財
を
育
て
る
こ
と
の
重
要
性

学
生
支
援
を
す
る
際
に
必
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
に
見
合
う
シ
ス
テ

ム
の
構
築
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
の
育
成
（
人
財
）
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
絵
に
か
い
た
餅
に
な
ら
な
い
学
生
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
生
の
心
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
元
に
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
学
生
支
援
は
、
最
終
的
に
は
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
そ
れ
を
動

か
し
、
活
か
そ
う
と
す
る
「
ひ
と
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
学
生
支
援
を
通
し
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
自
身

も
が
発
見
と
成
長
を
し
て
い
け
る
場
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
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